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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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成
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一 

 



 

国
民
体
育
の
健
全
な
発
展
を
め
ざ
し
た
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
伴
い
、
各
種
の
報
道
で
も
明
ら
か
な
よ
う 

に
、
近
年
の
山
岳
遭
難
者
、
特
に
死
亡
事
故
が
激
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
山
岳
地
帯
に
あ
る
地
方
自
治
体

の
遭
難
者
救
助
費
を
含
め
た
山
岳
行
政
費
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
。 

 
（
例
え
ば
長
野
県
の
場
合
、
昭
和
四
十
八
年
度
分
と
し
て

(一 )
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
会
対
策
費
、

(二 )
地
区
山

岳
遭
難
防
止
対
策
協
会
対
策
費
、

(三 )
警
察
に
お
け
る
山
岳
活
動
費
、

(四 )
山
岳
補
導
所
建
設
及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

チ
ャ
ー
タ
ー
料
と
し
て
総
合
計
五
千
三
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
一
部
の
市
町
村
分
担
金
及

び
ご
く
一
部
の
地
元
業
者
の
分
担
寄
附
金
を
除
い
て
は
す
べ
て
県
の
一
般
財
源
で
ま
か
な
い
、
国
庫
支
出
は
皆

無
の
現
状
で
あ
る
。
） 

遭
難
者
統
計
に
よ
れ
ば
長
野
県
の
揚
合
、
約
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
県
外
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
自
治 

山
岳
遭
難
救
助
対
策
費
の
助
成
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

体
の
み
が
多
額
の
財
政
的
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
は
多
く
の
疑
問
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
国
の
体
育
振
興
、

余
暇
政
策
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ら
自
治
体
へ
の
財
政
補
助
、
救
助
用
各
種
機
器
整
備
の
た
め
の
助
成
は
特

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ
き
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

一 

遭
難
者
の
救
助
活
動
に
際
し
、
各
地
元
救
助
隊
員
の
応
援
を
求
め
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
し
か
し
救
助
隊

員
に
対
す
る
報
酬
は
最
低
無
報
酬
か
ら
最
高
六
千
円
位
ま
で
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
い
の
が
ア
ル
プ
ス
地
区
を

含
め
て
の
県
の
実
態
で
あ
る
。 

二 

長
野
県
で
は
北
ア
ル
プ
ス
地
帯
登
山
者
の
安
全
補
導
と
救
助
活
動
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
四 

な
お
、
長
野
県
の
場
合
、
本
年
九
月
現
在
九
百
余
名
が
救
助
隊
員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
人
命
救
助
と

い
う
大
義
名
分
は
あ
る
に
せ
よ
命
を
的
に
作
業
に
当
た
る
の
で
あ
る
か
ら
、
救
助
が
敏
速
か
つ
効
果
的
に
行
わ

れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
代
償
と
し
て
少
な
く
と
も
日
額
最
低
三
千
円
程
度
を
支
給
で
き
る
よ
う
国
が
相
応
の
負

担
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

四 

 



 

三 

遭
難
救
助
に
際
し
て
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
機
動
性
の
高
い
救
助
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
つ
て
い

る
。
し
か
し
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
チ
ャ
ー
タ
ー
料
は
一
時
間
当
た
り
二
十
五
万
円
程
度
で
あ
り
、
一
度
出
動
を
要

請
す
る
と
往
復
を
含
め
て
最
低
で
も
百
万
円
を
要
す
る
。
従
つ
て
遭
難
者
及
び
そ
の
家
族
、
所
属
団
体
に
大
き

な
負
担
を
強
い
る
結
果
と
な
る
。 

十
八
年
度
県
費
八
百
十
万
円
に
よ
り
、
穂
高
連
峰
涸
沢
に
山
岳
総
合
補
導
所
を
建
設
し
、
遭
難
防
止
と
事
故
発

生
の
際
の
早
期
救
助
に
備
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
施
設
は
長
野
県
下
で
も
な
お
数
個
所
の
設
置
が
必
要
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
新
設
し
た
分
だ
け
で
も
こ
れ
が
運
営
に
年
間
最
低
百
万
円
以
上
の
費
用
が
必
要
に
な

る
と
算
定
さ
れ
る
。 

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
が
国
民
体
育
向
上
の
意
味
か
ら
推
奨
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
営
費
は
全

額
国
庫
負
担
に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

今
後
、
遭
難
多
発
地
域
の
周
辺
地
区
（
例
え
ば
長
野
県
の
揚
合
、
松
本
空
港
等
）
に
国
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
常 

五 

 



 

 

六 

駐
さ
せ
、
出
動
費
の
負
担
軽
減
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

四 

夏
山
登
山
は
非
常
に
一
般
化
し
、
大
勢
の
人
が
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
医
療
体
制

は
皆
無
に
ひ
と
し
く
、
山
小
屋
経
営
者
に
よ
る
厚
意
的
な
場
所
の
提
供
と
、
大
学
Ｏ
Ｂ
医
療
班
等
の
善
意
に
よ

る
治
療
奉
仕
に
頼
つ
て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
。 

し
か
し
正
規
の
医
療
機
関
で
な
い
た
め
、
治
療
代
金
も
請
求
で
き
ず
に
心
づ
け
の
程
度
で
処
理
さ
れ
る
な 

ど
、
折
角
の
善
意
も
永
続
し
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
国
が
積
極
的
に
山
岳
地
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


